
2020年4月､一宮西病院へ着任しました｡専門は胆膵領域です｡7年前､胆膵癌診療で
全国トップレベルの実力を持つ愛知県がんセンターに2年間在籍しました｡現在で
も定期的にがんセンターに見学に行き最新のがん治療の知見や技術を吸収し､一
宮西病院で実践できるように努めております｡頼もしいスタッフと一緒に、今後も
尾張西部医療圏の胆膵診療を引っ張っていきたいと思います。

與儀竜治 （ よぎ たつじ ）

一宮西病院
消化器内科副部長

監修

●日本膵臓学会認定指導医●日本内科学会認定内科医･総合内科専門医●日本消化器
病学会消化器病専門医･指導医●日本消化器内視鏡学会消化器内視鏡専門医･指導医

主な資格

●外来…火･金（午前9時～12時）
●内視鏡検査…月(午前/午後)､火(午後)､水(午前)､木(午前/午後)､金(午後)､土(午前)外来･検査
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早期発見が最重要‼リスク因子を見逃さないで‼

原因不明の心窩部､背部痛

糖尿病の初発や悪化

すい嚢胞（IPMN）

膵臓がんのリスク因子 次のような症状には膵臓癌が
潜んでいる可能性があります

もしこのようなリスク因子をお持ちの患者さんが
いらっしゃいましたら､ぜひ当院までご相談･ご紹介ください
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… のいずれかに該当､または

※裏面へ続く



急性膵炎の合併症である症候性膵仮性嚢胞や被包化

壊死(WON)に対し、手術療法に比べて低侵襲な内視

鏡治療が行えるようになってきました。特に最近で

は専用のダンベル型の金属ステントを胃や十二指腸

から嚢胞に留置するという手技が保険収載され、

2020年9月に一宮市内で初の症例を当院で行わせてい

ただきました。この手技を行うには資格が必要にな

りますが、現時点でこの専用ステントを使えるのは一

宮市内のドクターでは與儀医師のみです。

低侵襲な最新デバイスで
一宮初の治療を実施‼

一宮西病院 病診連携NEWS 2021【膵炎治療】

一宮西病院 地域連携室 ＜TEL＞ 0586-48-0022 ＜FAX＞ 0586-48-0053
受付時間 ＞＞＞ （月～金) 8:00～19:00､(土) 8:00～12:00 ＊日･祝･年末年始はお休み

当院ではもう一人、消化器外科･副部長の大澤

一郎医師が「日本膵臓学会認定指導医」の資格

を有しており、今年(2020年)度「日本膵臓学会

認定指導施設」に申請をしております。受理さ

れれば、膵臓疾患がますます増えていくと期待

されます。

膵臓学会指導医2名在籍‼
｢膵臓学会指導施設｣申請へ

月 火 水 木 金 土

消化器内科 9:00-12:00 〇 〇

AM 〇 〇 〇 〇

PM 〇 〇 〇 〇
内視鏡検査
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